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1研 究主題

児童が運動の楽 しさを求め、互いに学び合 う体育学習

一ゲームの学習を通して一

■ 研 究 主 題 設 定 の理 由

これか らの学校教育で は、「ゆとり」 の中で、「生 きる力」 をは ぐくむ ことを 目指 し、豊 か

な人 間性、 自 ら学 び自 ら考 え る力 やた くま しく生 きるための健康 や体力等 の育成 を図 って い

くことが課 題で あ る。

改訂 された学習指導要領 「体育」 においては、「心 と体 を一体 と して と らえ、 適 切 な運動

の経験 と健康 ・安全 にっいての理解 を通 して、運動 に親 しむ資質や能力を育 て るとと もに、

健康 の保持増進 と体力 の向上 を図 り、楽 しく明 るい生活 を営む態度 を育 て る。」 こ とが 目標

と して示 され た。

現在 の子 どもた ちをと りま く生育環境 は急激 に変化 し、遊 び も多様化す る中で、運動 す る

者 と、運動 しない者 との二極化が進行 して いる。 また、体力 や運動能力 の慢性 的な低下傾 向

に加 えて、仲 間 と豊 か にかか わる経験 が減少 してい る。

この ような問題 を解決す るために、小学 校体育 の学 習指導 においては、児童 の発達的特 性

を考 慮 しなが ら各種の運動 に親 しみ、仲 間 と豊 かにかかわ りなが ら運動 の楽 しさや喜 びを 自

ら追求 し、互 い に学 び合 える児童 を育成 して い くことが期待 されて いる。

上記 の ことを踏 まえ、本年度 は 「児童が運動 の楽 しさを求 め、互 いに学 び合 う体育学習」

を主題 に掲 げ研 究 に取 り組む こととした。そ こで、児童 が運動 したい とい う欲求 を充足 し、

その楽 しさや喜 びを味 わえ、仲間 と豊かにかかわれ る 「ゲーム」 を窓 口に して、 主題 に迫 る

ことに した。

研究主題 の 「児童が運動 の楽 しさを求め る」 とは、 自ら運動 の もっ特性 にふれ、楽 しさを

追求 す ることであ る。 その ことによって、生 涯にわた って積極的 に運動 に親 しむ ための資質

や能力 を育成 して いきたい と考 えている。 そのたあに は、運動 して みたい と感 じるよ うな運

動 内容 を提示 し、子 ど もたちが思 い切 り体 を動 かす経験 を増 やす必要 があ る。 そ こで、運 動

の取 り上 げ方 の弾力化 とい う観点 を踏 まえ、 「○○型 のゲームの と らえ方 」 を明確 に し、'今

もって いる力で誰 もが十分 にゲームを楽 しむ ことがで きるよ うに運動 内容 とその取 り上 げ方

を工夫 す ることに した。

また、「互 いに学 び合 う」 とは、運動 を共有す る仲間 とのか かわ りを豊 か にす る体験 を通

して、 チー ムの 目標 に向か って協力 して学 習す ることであ る。 そ こで、 「運 動 の学 び方」 と

「かかわ り合 い」 とい う観点 か ら、児童が主体者 とな り、仲間 とのか か わ り合 い を深 めな が

ら自己やチームの課 題の解決 を目指 して楽 しく活動 がで きるよ うにす るための支 援 の在 り方

を工夫 す ることに した。

研究 の視点 として は次の2点 で ある。

【みんなが夢 中 にな る運動内容】

【学 び合いを は ぐくむ支援】

r



皿一研究の構想

中央教育審議会第一次答申

撒育課程審議会答申

生 涯体 育 ・ス ポ ー ツの 視 点

生 きる力

ゲームのねらい

体育科の今 日的課題

児 童 が 運 動 の 楽 し さ を 求 め 、 互 い に 学 び 合 う 体 育 学 習
一ゲームの学習を通 して一

・ゲ ー ムの 特 性

・学 び方

・か か わ り合 い

・児童 の実態調査

・教 師の実態調査

め ざす 児 童 像

◎ 夢 中 に な って ゲ ーム に取 り組 む 児童
・ゲ ー ム の楽 しさを 味 わ い、 工 夫 しな が ら運 動 に取 り組 む 児 童

・め あ て の実 現 に 向 け て、 意 欲 的 に取 り組 む児 童

.・互 い の よ さを 認 め 合 いな が ら、 仲 良 く学 習す る児 童

研 究 の仮 説

ゲ ー ムの学 習 の進 め方 を 次 の視 点 で明 確 にす れ ば、 児 童 一 人 一 人 が ゲ ー ム の楽 しさ

;を 追 求 し、 互 い に学 び合 う学 習 が 展 開 さ れ、 め ざす児 童 像 に つ な が って い くだ ろ う。

研究の視点

1み ん なが 夢 中 に な る運 動 内容

(1)○ ○ 型 ゲ ー ムの と らえ方

(2}ゲ ー ムの取 り上 げ方 と進 め方

2学 び合 いをは ぐくむ支援

(11学 び方が身 に付 く支援

(2)か かわ り合 いが広が り、深 まる支援

実 証 授 業

分 析 と考 察

まとめ と課題
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IV研 究 の 内 容

1調 査研究

(1)調 査 の 目的

ゲー ム領域 にお ける児童の意識 ・実態 と教 師の意識 ・実態 を探 り、本年 度の研究 を進 め

て い く上 での手がか りとす る。

(2}調 査の方法

① 調査期間 平成11年6月10日 ～平 成11年6月18日

② 調査方 法 質問紙法 による。

③ 調査対 象 と対象者数

〈児童〉 研究員所属校 の第2.3.4.5学 年児童

く教師〉研究員所属校及 び所属地域 の第1.2.3.4学 年担任 の経 験 のある教師

第2学 年 第3学 年 第4学 年 第5学 年 合 計

児 童 1523人 1592人 1483人 1576人 6174入

教 師 571人

(3)調 査 の結 果 と分 析

◎ 児 童 用 ア ン ケー ト

① ボールを使 ったゲー ムの学 習で楽 しい ときは どんな ときですか。

勝 った とき

点を取 った とき

上手にで きた とき

なかよ くで きた とき

作戦が うま くい った とき

ボールに さわれた とき

友達にほめられたり、教えてもらったりしたとき

お もい きりか らだを動か した とき

大勢でや った とき

先生にほめ られた り、教えて もらった とき

ル ールを工夫 した とき

上

多

、
き

た

的

い

② ボールを使 ったゲームの学習で楽 しくない ときはどんな ときですか。

文句 や悪口を言われた とき

ず る(反 則)を された とき

負けた とき

なかよ くで きなか った とき

上手 にで きなか った とき

点 をとられ たとき

ルールがわか らないとき

お もい きりか らだを動かせ なか ったとき

ボール にさわれな いとき

61%

59%

55%

53%

78%

76%

文句 を言われ

たとき、ずる

(反則)を され

たときに比較

的多くの子が

楽 しくないと

感 じている。
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③ ボールを使 ったゲームの学習 で、 どんな人 と一緒 にな りたいですρ・。

文句や悪ロを言わない人

協力できる人

上手な人

やさしい人

ずるをしない人

なかよしの人

教えてくれる人

73%ど の選 択

肢 も多 くの
72%子 が回答

してい る。

70,6

67%

2,④ ボールを使 。たゲー ムの学習で友達 に して もら。てよか 。た り、 うれ しか 。た り した 。とはどん な
一llζきですか・

応援 してくれた

パスをしてくれた

ほめてくれた

教えて くれた

.点 を入れて くれた(当 ててくれた)

守 って くれた

なぐさめて くれた

■■■■■■■■圏■■1

■■■■

■■■■

…
"⑤体育 の学習 を楽 しくす るために何を しよ うと思 いますか

。(第4・5年 のみ)

練習する

作戦やルールを工夫する

同 じくらいの力のチームを作 る

友達のよいところを見っけ合 う

みんなで話 し合 う

うまい入に教えてもらう

先生に教えてもらう

カー ドや資料を使 う

わか らない

練習 するは74%

と最 も多い。

ムを作

子が望
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◎ 教師用 ア ンケー ト

① ゲー ムの授業 を通 して、児童 に身 に付 けさせたい ことは何ですか。

② ゲームの授業を楽 しくす るために、どんな指導が大切だと思いますか。

めあてのもたせ方

チーム作 りの工夫

教師の言葉かけ

カー ドや資料の工夫

評価の工夫

4%

5%

%

%

2

1

(4}考 察

《児 童 》

・ 「勝 った とき」 「点を と った とき」

「上手 にで きたとき」 に楽 しい
・作戦や ルールを工夫 したい

《教 師》
・ゲームを楽 しませ たい

・作戦 やルールの工夫 を させ たい

…㍉
》

どの子 も今 もって いる力 で参加 で きるゲームをす る必要が あ る

発展性の あるゲ ームを工夫 す る必要 がある 櫓
ド ロ　 ロ　 ロ　 コ　 り　 ロ　 ロ　 　　 ロ　 ロ　 の　

!み ん なが夢 にな る運動 内容i

L.一難 墨 讐 墾 」欝
謬勢

マ ナ ーを重 視 し、 協 力 す る こ とが 重 要

め あ て ・規 則 ・ル ール を 工 夫 す る こ とが大 切

チ ー ム編 成 、 声 か け、 よ さの 発 見 の 重視
曝 ・、1.

・文句 や悪 口、ず るや反則 がない とよい
・仲良 くで きると楽 しい

・同 じ力 のチーム とや りたい

・仲 間意識 や協調性 を育 て たい

・ルールや作戦 を考え る力 を付 けたい

・子 ど も同士 の教 え合 いが ある とよい
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2研 究 の 視 点

1み ん な が 夢 中 に な る運 動 内容

ω ○○ 型 ゲ ー ム の と らえ方

ゲ ー ムの 楽 しさ は、 主 と して集 団 対 集 団 で仲 間 とか か わ り合 い なが ら、 得 点 や勝 ち負 け を

競 い合 う点 に あ る。 児 童 は、 ゲ ー ム の もっ特 性 に十 分 触 れ る こと がで き、 ゲ ー ム に参 加 で き

た こ とを仲 間 と実 感 で きた と きに、 「楽 しい!も っとや りた い!」 と言 う気 持 ち に な る。

新学 習 指 導 要 領 で は、 ゲ ー ム領 域 め種 目 の示 し方 に お い て、 従 来 の特定 種 目の 内 容 の 示 し

方 か ら 「○ ○ 型 ゲ ー ム」 に変 わ った の は、 ボ ー ルゲ ー ムそ れ ぞ れ の特 性 に応 じて 、 子 ど も の

実 態 に よ り弾 力 的 な扱 いが で き るよ うに す る ため で あ る。 体 育 の 時 間 数 が 、105時 間 か ら90

時 間 に削 減 さ れ た こと も踏 ま え、 よ り効 果 的 な運動 内容 を提 示 して い き、 ゲ ー ムの 単 元 を ど

の子 に も夢 中 に な って 取 り組 め る学 習 を して い く必 要 が あ る。

そ こで 、 ゲ ー ム を4つ の様 相 に分 類 し、 どの子 も運 動 の もっ 特 性 に触 れ る こ とが で き、 楽

しさや 喜 びが 味 わ え る よ うに、 分科 会 ご とに、 運動 内 容 を様 相 に合 わせ て 提 示 して い く こ と

一.とした。

【ゲ ー ム の 様 相 の特 性 】

颪
騨

`
外

蔀

r

様 相
ρ

特 性 ○ プラス面 ・留意 点

ダ ー ゲ ッ ト ○ どの子 も今 も って い る簡 単 な技 能 で楽 しむ こ とが で き る。

;,. ○ 一 人一 人 に応 じた課 題 を設 定 しや す い。
'破 攻 め だ け の

○ 一 人 で も大 勢 で も楽 しめ る。
パー ゲ ー ム〕 ・運動量 を確保す るため の工夫 が必要で ある。冒!二L

・集 団 で の 技 能 や作 戦 を立 て て い け る よ うな助 言 を して い く。

攻守交替 ○ 攻 め と守 りに分 けて 動 きづ くりが で きる。

〔攻守 が分離 し ○攻 あ と守 りに分 けて 自分 たちで立 てた作戦が生か しやすい。
こて いて、 攻 守 を ・運動量 を確保す るため の工夫が必要で ある。

女 替する ・攻 め と守 りに分 か れ る の で連 続 した動 きを習 得 して い け るよ うな ゲ ー ム
b^

.ゲ ー ム 〕 の工夫が必要 である。

1攻守分離
.

○ 相 手 チ ー ム と接 触 しな い でゲ ー ム が行 え る。

{.〔攻 守 が ネ ッ ト ○ ゲ ー ム中 の声 か け や励 ま しが で き る。
や ラ イ ンに 区 切 ○ 連 続 した動 きに な り、 ゲ ー ムに集 中 で きる。
られ て いて 、 攻 ・技 能 差 が 現 れ や す い の で、 どの子 もゲ ー ム の特 性 に触 れ る こ との で き る
一守 が は

っ き り し 工夫が必要 である。
,:て い る ゲ ー ム 〕 ・運動量 を確保 す るための工夫が必要 である。

攻守入 り交 じり
.

○ 攻め と守 りが一瞬 に して変わ り、 ス ピー ド感 やス リルを味 わうことがで きる。

○ ゲ ー ム の展 開 に応 じて、 瞬 時 に状 況判 断 して い く楽 しさが 味 わ え る。

〔攻守が ○ ゲ ー ム に偶 然 性 が生 ま れ やす く、 予 想 外 な展 開 が お きや す い。

入 り交 じりの ・特 定 の子 だ け が活 躍 して しま った り、 逆 に ゲ ー ム の特 性 に 触 れ られ な い

ゲ ー ム〕 子 も出 て きた り しや す い ので 、 ル ー ル や場 、 用 具 の工 夫 が 必 要 で あ る。

(2)ゲ ー ムの 取 り上 げ方 と進 あ方

【取 り上 げ 方 】

特 に、 運 動 経 験 の 未 熟 な低 学 年 な ど ボ ー ルに触 れ る ことの 少 な い児童 が多 くい る実 態 で
ご は、 一 人一 人 に ボ ー ル を与 え て、 ター ゲ ッ トの ゲ ー ム か ら入 る。 学年 や運 動 の経 験 に応 じ
ひて
、 ゲ ー ム を攻 守 交 替 や交 守 分 離 か ら入 る ことに よ って、 ど の子 に も運動 の 楽 しさ に触 れ

させ る こ とが で きる と考 え た。

ゲ ー ム の学 習 の進 め方 は、 児童 が興 味 を もって運 動 して い け る よ うな運 動 を 取 り上 げ て

い く ことが ポ イ ン トとな る。 そ こで、 ゲ ー ムの特 性 と児 童 の実 態 か ら、 は じめ の ゲ ー ム の

条 件 を次 の よ うに お さ え た。

《は じめ の ゲ ー ム の条 件 》

◇ 全 員 が 活 躍 で き る。

◇ ル ー ルや 作 戦 が 工 夫 で きる。

◇ どの チ ー ム に も勝 っ 可 能 性 が あ る。

◇ 思 い切 り体 が動 か せ る。
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【ゲーム の進 め方】

第1・2学 年 ボ ー ル ゲ ー ム 取 り 上 げ 方 と 進 め 方

ボ ー ル投 げ ゲ ー ム

〔転 がす ・当 て る ・投 げ る ・捕 る〕
ター ゲ ッ ト→ 攻 守 交 替 ・攻 守 分 離 → 攻 守 入 り交 じり

ボ ー ル蹴 りゲ ー ム

〔蹴 る ・止 め る ・簡 単 な 蹴 り合 い〕
ター ゲ ッ ト→ 攻 守 交 替 ・攻 守 分 離

※ 第1・2学 年 で は実 態 に応 じて、 弾 力 的 に扱 って い く。

第3・4学 年 ○ ○ 型 ゲ ー ム 取 り 上 げ 方 と 進 め 方

べ 一 ス ボ ー ル 型

〔投 げ る ・打 つ ・捕 る〕
(タ ー ゲ ッ ト)→ 攻 守 交 替

バ レー ボ ー ル型

〔打 ち合 う〕

7

(タ ー ゲ ッ ト)→ 攻 守 分 離

バ ス ケ ッ トボ ー ル型

〔手 で扱 う〕
(タ ー ゲ ッ ト)→ 攻 守 交 替 → 攻 守 入 り交 じ り

サ ッカ ー型

〔主 に足 で 扱 う〕
(タ ー ゲ ッ ト)→ 攻 守 交 替 ・攻守分離→攻守入 り交 じり

※ 第3・4学 年 で は、 ター ゲ ッ トを 第1・2学 年 で経 験 して い る場 合 もあ るの で 、 攻 守 交

替 や攻 守 入 り交 じ りか ら 「は じめの ゲ ー ム」 と して取 り上 げ て い く こ と もで き る。

そ の場 合 、 授 業 の は じめ の リー ドア ッ プゲ ー ム の よ うな形 で ター ゲ ッ トを取 り上 げ て い

く こ と もで き る。

2学 び合 い を は ぐ くむ 支 援

児童 が ゲ ー ム の特 性 に触 れ る楽 しさを 味 わ うた め に、 互 い の学 び合 い が大 切 で あ る。 そ こ

で、 か か わ り合 いを 豊 か にす る経 験 を通 して、 チ ー ム の 目標 に 向か って協 力 して 学 習 す る こ

と を 「学 び 合 い 」 と と らえ 、 支援 の視 点 を 「学 び方 」 と 「か か わ り合 い」 の両 面 か ら考 え る

こ と と した。'

(1}学 び方 が 身 に付 く支 援

◇ 学 年 ・段 階 に応 じた 支 援

段階

第

1

○

2

学

年

第

3

・

4

学

年

楽 し む

匡魎]決 められた規則を守 って楽 しくゲーム
をす るための支 援を してい く。

工夫して楽 しむ

は

じ

あ

の

ゲ

ー

ム

の

提

示

[麺 コ 規則の騨 な工夫を通 して、より楽 しくゲー
ムをす るための支援を して い く。

亟 主に規則やマナーに関するああてがもてるように支援 していく。
・一一 め あ て の もた せ方

全体に共通す る

めあてをもっ

→ 提示されためあてを

チームで選択する

→ 自分たちに合っためあ

てをチームで考える

1L-IL]ル ー ルを確か めなが ら楽 しくゲーム

を進 めるための支援を していく。

函 主 にチームと して ルールやマナー1・
関す るめ あてが もて るように支援 を

して い く。

一一 め あて の もた せ方

[≡ ≡ILIル ー ルの工夫 を通 して、 より楽 し くゲ ー
ムをす るための支 援を して い く。

亟]チ ームで簡単な作戦を工夫 し、よ り楽 し
くゲームをするための支援を して い く。

亟]チ ームの作戦に関する騎 てが もてるよ
うに支援 してい く。

全体に共通する

めあてをもっ

→ 提示されためあてを

チームで選択する

→ チームに合 っためあて

を考 え る
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(2)か か わ り合 い が広 が り・ 深 ま る支 援

人 とのか か わ りを 広 げ、 深 め なが ら学 習 す るた め に は、 まず だれ もが安 心 して ゲ ー ム を

一楽 しむ こ とが 大 切 で あ る。 そ の ため に も研 究 の視 点1で 述 べ た 「は じめの ゲ ー ム の条 件 」

が重 要 とな る。 そ の 条件 に 「人 と よ り良 くか か わ る ことが 勝 利 に っ な が る ル ー ル」 「か か

わ りを もち や す い場 や 用具 」 と い う観 点 を 加 え た は じめ の ゲ ー ム を提 示 す る こ とが 、 か か

炉わ り合 い を広 げ
、 深 め るた め の 基 盤 とな る と考 え た。

そ して、 安 心 して ゲ ー ムを 楽 しむ 児 童 に、 下記 の3っ の ポ イ ン トに着 目 して 支 援 して い

く こ とで、 お互 い に認 め 合 い なが ら、 仲 良 く声 を か け合 った り、 教 え合 った りす る姿 が 見

られ る よ うに な る と考 え、 具 体 的 な方 法 を 工 夫 して い く こ とに した。

か か わ り

合 う姿

かかわり合いが広がり、深 まる

/ i ＼
仲良く声をかけ合う 認め合う 教え合う

支 援 の

ポ イ ン ト

方 法

iTT
励 ま しの言 葉

に目が向 くように

友 達 の よ さ

に目が向 くように

動 き や 作 戦

に目が向 くように

○賞賛や助言をする ○紹介 し、広める ○学習資料を用意する

i

基盤と

なる支援

○ マナーの重視 ○チーム編成の重視

だ れ もが楽 しめ る は じめの ゲ ー ムの提 示

(友達 とかかわり合いながら楽 しめるルール ・場 ・用具)

※低 学 年 に お い て は、 仲 良 く声 を か け合 う こ とや認 め 合 う こ と に重 点 をお いて支 援 して い く。

学 年 が進 む に っ れ 、教 え合 う こ とへ の支 援 が重 点 とな る。

※ か か わ りの対 象 を 同 じチー ムの 人 か ら他 の チ ー ム、 学 級 全体 へ と広 げ て支 援 を して い く。
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3実 践事 例

1ボ ー ルゲ ーム ・鬼遊び

(1}み んなが夢 中 になる運動 内容

みんなが活 躍で き るゲ ームをめざ して、第1・2学 年 のゲ ームの中で取 り上 げ る運 動 内

容 を以下 の ような観点 で考え た。

10今 も って い る力 で楽 しめ るゲ ー ム1

発 達 段 階 に 合 わせ て、 今 も って い る力 と伸 ば した い動 き に着 目 して、 ゲ ー ム の 中 で 中 心

とな る動 き を 考 え、 ゲ ー ム を構 成 した。

例 コ ロ コ ロキ ャ ッチ ゲ ー ム→ 転 が す ・捕 る 段 ボ ー ル落 と しゲ ー ム→投 げ る

10易 しい ゲ ー ム1

ゲ ー ムの 様 相 に着 目 して 、 易 しい ゲ ー ム か ら取 り組 ん で い くよ うに した。

例 ●ターゲットー 騰 麓…一 ・
攻守入り交じり

。一 定 区 域 内 で す る鬼 遊 び→ 場 や 用 具 を工 夫 す る鬼 遊 び

○ ね らい に合 った 用 具 や人 数 で 行 うゲ ー ム

楽 しみ方 や 動 き の習 得 に着 目 して、 用 具 や人 数 を工 夫 しゲ ー ム を構 成 した 。

例 。紅 白玉 を た くさ ん使 った 的 落 と しゲ ー ム

→ 投 げ る機 会 を多 く し、 拾 い に い く時 間 を少 な く して ゲ ー ム に集 中 させ る。

例 ・フ ライ ン グ デ ィス クを 使 った ゲ ー ム

投 げ る動 作 を伸 ば す 。

→(手 首 の 動 き、 上 体 を 腰 か らひ ね る動 きが習 得 しや す い。)

捕 る動 作 を 伸 ば す。

(空 中 に 浮 遊 して い る時 間 が あ る。)

例 ・大 勢 で 行 うゲ ー ム(タ ー ゲ ッ トの ゲ ー ム ・一 定 区 域 の 鬼 遊 び)

→ 一人 一 人 の動 きが 中心 と な る。

例 ●3～5人 程度で行うゲーム 驕 賛を窒莫灘 ㌫ ルゲーム

→ チ ームの仲 間 を意識 して楽 しめ る。

(21学 び合 いを は ぐくむ支援

① 学 び方が身 に付 く支援

1年 みん なで決 めた 規 則 や動 き、 作 戦

規則 を守 って ⇒ を工 夫 して楽 し く
2年 楽 し くゲ ー ム を す る。 ゲ ー ム を す る。

Q易 しい規則の提示 4規 則の工夫の視点 の提示

支 援 視覚 的な提示 の工夫

Q規 則 ・マナ ーのああて
場 、 用具 、 得 点 方 法 、 時 間 な ど

4規 則 ・マ ナ ー、 動 き ・作 戦 の め

重点化、 提示 の工夫 あての例示

② かかわ り合 いが広 が り、深 ま る支援

○ マナー の重視

dマ ナ ーの指 導(あ い さつ、 円陣 、握 手な ど)

dマ ナーの よか った子、仲 の よか った チームへの賞賛

○声 か けの重視

d声 か け の分類 ・例示(◎ 励 ます声、◎認 める声、○教 え る声)

dよ い声 か けを した子、活 気 のあ ったチームへ の賞賛

○ 協力 の重 視

d助 け合 う場面(準 備、後始 末)

dふ れ合 う場面(準 備運動 な ど)

d認 め合 う場面(チ ームで、 全体 で)
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(1)ボ ールゲ ▽ムの学 習過程(第1学 年) 単元名 「コロコロキ ャッチ」

時

段階

学
習
活
動

・
支
援

学
び
方

ワ
か
か
わ
り
合
い

1 ～ 5

楽 し む

○ ボールを転 が した り、捕 った りして楽 しむ。

○準 備 の仕方 を知 る。

d4分 担 を決 めて、 みんなでやろ う。

○ ゲ ームの方 法を知 り、 みんなで楽 しむ。

4ク ラスの めあてを知 ろう。

4あ い さっ をきちん と じよ う。

Q勝 敗 は素 直 に認 め よ う。

は じめのゲー ム

穏

規 則
・人数 は4人

・時間 は2分 ず っ

・時間 は攻守交替

・ポールはスポ ンジ

サ ッカーポール
・攻 める側が ボール

を転が し、守 る側 に

捕 られず に味方 にわ

たった ら1点

工 夫 し て 楽 し む

○本 時の クラスのああてを知 る。

Q今 日のめあてを しっか りや ろう。

○準備運動 をす る。

(パ スパ スゲー ム、 ボウ リングゲームな ど)

dペ アチームの応援 を しよ う。

dい い声か けがで きたね。

○規則 や動 きを工夫 して ゲ ームを楽 しむ。

4も っと楽 しくな る規則 はないかな。

4転 が し方 を工夫 して い るね。

○ に こに こタイム(話 し合 い)を す る。

d仲 よ く楽 しくで きたかな。

ゐ めあて は守れ ま したか。

d周 りの友達 もめ あてが守 れた かな。

d友 達 にどん な声 をか け られ たかな。

d友 達 のよいところを見 っ け られたかな。

(第2学 年) 単元 名 「デ ィス クベースボ ール」

時

段階

学

習

活

動

・
支

援

学
び
方

り

か
か
わ
り
合
い

1 ～ 5

楽 し む

○ デ ィス クを 投 げ た り、 捕 った り して楽 しむ。

Oゲ ー ムの方 法 を知 り、 み ん な で楽 しむ。

4チ ー ム の め あて を選 ほ う

d応 援 しよ う、声 をか けよ う

は じめの ゲーム

寮

規 則
・投 げた人 はコー ンを

折 り返 して並ぶ
・守 りの人 は、捕 った

ら並 ぶ
・攻撃 側か守備側、早

く並 んだ方が1点
・攻 め は、みん なが投

げた ら交替
・1チ ーム5 ,6人
・3回 戦、攻 め側 が一

巡 した ら交替

工 夫 し て 楽 し む

○ みん な が も っ と楽 し め る よ う に 規

則 な どを工 夫 す る。

○ チ ー ムの み ん な と協 力 して 、 勝 っ

た め の作 戦 を選 択 す る。

4わ た したちの作戦 を選ぼ う

dい い声 か けがで きたね

工夫 した規則(例)

・投 げたデ ィス

クが ライ ンを

越 えない とい

けな い

作戦の選択例
・投げる方向を考 えよう。
・守 る位置を考えよう。
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(2}鬼 遊びの学習過程(第2学 年) 単元名 「宝運び鬼」

時

段階

学
習
活
動

・
支
援

学
び
方

か
か
わ
り
合

い

1 ～ 5

楽 し む

○追 いかけたり、逃げたりして楽 しむ。

○宝運び鬼の方法を知 り、みんなで楽 しむ。

Qク ラスのめあて を知 ろ う。

nあ いさっを きちん としよ う。

d勝 敗 は素 直 に認 めよ う。

d強 くたた いた り、押 した り しないよ うに し

よ う。

は じめのゲ ーム

規 則
・攻 めと守 りに分 か れ

て行 う

・攻 めのチー ムは宝 を

もって逃げなが らゴー

ルを目指 して進む

・守 りの チー ムは攻 め

のチームの リボ ンを

とる

・時間 は2分 で交替

・人数 は6～7人

工 夫 し て 楽 し む

○ みんなが もっ と楽 しあ るよ うに、規則 を工夫 し

よう。

○ チームのみん な と協 力 して、勝っ ための作戦 を

選択 す る。

4ど の作戦を選べばよいか考えよう。

d友 達にどんな声をかけられたかな。

d友 達のよい所を見っけられたかな。

ゲ ←安全地帯
を置いて

みよう。

劃

作戦 の選 択例
・攻 め る順番 ・方向を考 えよう。
・守 る位 置 を考 え よ う。

〈今 もっている力で楽 しめるゲーム例〉

UFOキ ャッチゲ ームi
・フライ ングデ ィス クを投 げる動 きに着 目 して

(壁 に当 た った ら得 点)

1転 が しゲーム1
・転がす動 きに着 目 して

(一定時間 内 にどち らにあ るかで勝敗)

祷疇 窮
1パ スパ スゲ ーム1
・コロコロキ ャ ッチゲ ームの動 きを覚 え るため

に(パ スがで きると1点)

1リ ボン取 り鬼}
・宝運び鬼の動 きにっながる鬼遊び

(取った リボ ンの数で勝敗 ・残 った人数で勝敗)

ヤ

.

艶 ギ
n

鷺

箏
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/17

㈲ 授業 事例(第1学 年)単 元名 「コロコロキ ャッチゲー ム」

「エ夫 して楽 しむ段階」 の展開例(5時 間扱 いの4時 間 目)

学習内容を確かめる。

準 備 運 動 をす る。

(パスパスゲーム～ターゲ ッ ト～)

ゲー ムをす る。(コ ロ コ ロ

キャ ッチゲーム～攻守交替 ～)

(1)め あて の確認

【気持ちのよいあいさっをしよう】

・人数 は4人

・時間 は2分 ず っ

・時間で攻 守 を交替 す る

;ボ ールを転 が し、相手 に

と られ ず に味方 にわたれ

ば1点

・スポ ンジサ ッカー ボー ル

使用

整理運 動 をす る。

全体で学 習を振 り返 る。

fl}に こに こ タイ ム

*め あての達成を認め合う時間

嬉 しか った ことな どを発

表 し合 う。

規 則 にっ いて考 え る。

後片付 けをす る。

教師の支援(Q学 び方dか かわ り合い)と 児童 の反応

Qめ あ て は応 援 だ った ね。

'3
,(i"躯 げ

霞 辱

緑 チー ムが上手 だ った よ。

私 は他 の チームも応 援 した よ。

◎友達 とのかかわり合いながら体を動かす準備運

d見 て いるチー ムは

応援 して あげ よう
○○ ちゃんが いいそ。

赤 チ ームが んばれ。

◎ゲーム開始前(全 体へ)

《奥 《めあての提示》

隻つ

全 どんなあ いさつ がい

いのかな。

負 けち ゃ って も、

元気 にあ りが と うござい

ま した って言 うよ。

矧磨
◎ ゲーム中(各 チーム、各児童 へ)

《動 きに関 しての賞賛 ・助言》

rw～ くん、 ナイスパ ス

～ くん、左 が空 いて いるよ。

～ さん、手 を広 げて待 とうね。

ほめ られて嬉 しいな。

先 生 みたいに声 を出せ
ばいいんだな。

◎ゲーム終了毎に(全 体へ)

《めあてやかかわり合いに関 しての賞賛》

4青 チ ーム の あ い さっ が

上 手 だ ったよ。

d黄 色 と水 色 チ ー ム は、

試合後 に握 手 して た ね。

自分 も今度は握手 し
てみたいな。次のゲーム

もがんばろう。

◎今 日の学習をみんなで振 り返る。

《めあてにっいての評価》

4仲 良 く楽 しくで きたかな。

d周 りの友 達 もで きて い る

か、見 て ご らん。

仲良 くできたよ。
めあてが守れたよ。
みんなもめあてを守って

がんばったんだね

一13一



2ベ ー スボ ー ル型 ゲ ー ム ・バ レー ボ ー ル型 ゲー ム

(1)み ん な が夢 中 に な る運 動 内容

① 「ベー スボ ール型 ゲーム」 の とらえ方 「バ レーボール型ゲーム」 のと らえ方

・攻守 が分離 していて、攻守 を交替 す るゲー

ムであ る。

・打 つ ・投 げる ・捕 る ・走 って進塁す るなど

の技能 を使 って得点 を競 うゲームで ある。

・コー トが ネ ッ トや ライ ンで区切 られて いて

攻 守が はっきり して いるゲ ームで あ る。

・ボールを主 に手 で扱 うゲ ームで ある
。

・ボールを は じいてっな ぐ連 係 プ レーが大切

とな るゲー ムであ る。

②ゲ ームの取 り上げ方 と進め方

「べ一 スボール型 ゲ ーム」

☆様 々な質 の動 きの楽 しさを味わ うことがで きるよ うに次 の点 に留意 し、学習 を進 め る。

◎単元 の前半 に 「打っ こと」 「投 げるこ と」 に重点 を置 い た

ターゲ ッ トゲー ムを経験 す る。

◎ ターゲ ッ トゲー ムを経験 した後、攻守交替 ゲーム(捕 る こ

とや投 げ ることが苦手 で も楽 しめ るルール)を 経験す る。

尋

鱒

ホーム ランゲー ム

的当 てゲー ム

轟

それ い け1

ベ ー ス ポ ー ル

「バ レー ボ ー ル型 ゲ ー ム」

◎ ボールやルール、 ポールのは じき方 の工夫 により、みんな

が楽 しむ ことがで きる、攻守分離型 ゲームを十分 に楽 しむ。 参 ワ ンバ ンバ レー

(2)学 び合 いを は ぐくむ支援

楽 し む 工 夫 し て 楽 し む

①学 び方が身 に付 く支援(例 ベー スボール型 ゲーム)

○ めあて の もたせ方

(重 共通のめ董ζ)… …蟻
○めあての内容

(亟 甦 選択 一 チームごとに考える

ホーム ラ ンゲーム

的当てゲ ーム
それいけ1ベ ー スボー ル

・思 い きり打 とう ・元気な声で
、打 って

・思 い きり投 げよ う 走 ってみんなで ボー

・ル ールを守 ろ う ルを追 いかけよ う

[攻撃 に関 して]
・ボールを しっか り見 て打 とう

・打 った らす ぐ走 ろ う

・で きるだ け早 く走 ろ う

.[守備に関 して]
・ボールの正面 に行 こ う

・広が って守 ろ う

(蔓 やマナーに関=)縛
○ ルールの理解 ・ルールの工夫
・簡単 なルール ・ル ールの提示 ・動 きに慣れ る

(作 戦 面 を 中 心 に

・工夫 の観点 ・子 どもの声 の吸 い上 げ

② かか わ り合 いが広 が り、深 ま る支援(例 バ レーボール型 ゲ ーム)

kip塵 的馳 醐 の雛 膨

(亟 塾け合いの藪=)(亟1作 戦(・リ痴
○ チームの雰囲気 を盛 り上 げ るか け声 ○ ラリーが大切 となる場 やルール

○ 仲間へ の指示 や ア ドバ イス ○ ラリーに関す る技能 ポイ ン ト

○失 敗 した仲間 への励 ま し ・下か ら手の ひ らで ・素早 く落下地点 に
・広が って

一14一
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(3》・ベ ー ス ボ ー ル型 ゲ ー ムの学 習過 程(第3学 年)単 元 名 「それ い け べ 一 ス ボ ール 」

、『みんなが楽 しめるゲームを しよ う』 『元気 な声 で・打 って走 ってみんなで ボールを追 いかけ よう』
1●23。45～9.一時

楽 し む 工 夫 し て 楽 し む:段階

はじめのゲーム①(タ ーゲ ットゲーム) 予想される工夫

「 「

難夢-

馨霧

馨

慈野難

一㎎鐸

嚢
齢
覧

蒙

・塾
轟
翰
奪
.諺

櫓謹

訊罵
婆

「㍗
洋
諌
憂

夢
瓢
≧誓

り砦

ζ

慶

階
熱

ホ ー ム ラ ン ゲ ー ム

・ボールを打 ってど こ

まで飛ぶかで得点 を

競 う
・1チ ーム4人

、・打ち方、打つ用具は選択

的当てゲー ム

繋
・ボールを的(段 ボール

箱 など)に 投げ当てて

動かし得点を競 う
・1チ ー ム4人

ボールを使 った簡単 な運動 を楽 しむ。

1

オ リエ ンテ ーシ ョン

は じめのゲ ーム① のや り方や準備の仕方 を知 る。

、.↓

は じめのゲー ム① を楽 しむ。

は じめのゲー ム②

(攻守交替 ゲーム)

それ いけべ一 スボール

・塁(コ ー ン)に タッチす ること

にi点

守備 の子全 員がボールに舳れ る

まで進塁 してよい

守備全 員が触 ったらス トップと
い つ
・4人1チ ーム

・打者一巡 で攻守交替

・塁 は2っ 、残塁 な し
・フ ァールや空振 りは打 ち直 し

・10分間

ボールを使 った簡単 な運動

を楽 しむ。

/
オ リエンテー ション

は じめのゲー ム② のや り方

や準備の仕方を知 る。

1

は じめのゲーム② を楽 しむ。

1

学 習の方向やゲームの方 法
を決め るために話 し合 う。

(チ ーム編成)

鞭
→ ノーバ ウン ドで ボールを捕 った

らアウ ト

投げ当てア ウ ト
→人数を増やす

→塁の位置を変え る

塁の数を増 やす

→時間を長 くす る

学習の流れ、めあてを確認
する。

1
ボールを使 った簡単な運動
を楽しむ1

1チームの時間→工夫したゲーム1
×2～3回

1

学 習を振 り返 る。

(チ ーム→全 体)

…学
び
坊
が
身
に
付
く
支
援

き

藁

畦

`
匿

瓢賢

尋
匠

州
ぎ

墨

窪
醇

室

..

碁
Sr

婆 ・L

黛-《
`.,「

ξ=瓢 鞭1{

4

驚
1勤 ・

譲
翠
針

評
価

楽 し む 工 夫 し て 楽 し む

○めあてのもたせ方

ク ラス共通 のめあて

○ めあての内容

(ホ ー ムラ ンゲ ーム

的当てゲ ーム)
。思い きり打 とう

・思い きり投げよ う

・ル ールを守 ろう(そ れいけ

ベ ースボール)

・元気な声で、打 って走 ってみ

んなで ボールを追 いかけよ う

1→

レー ル や マ ナ ー に

ての選択 → チ ームごとに え る

【攻撃 に関 して】
・ボ「ルを しっか り見 て打 と う

・打 った らす ぐ走ろ う

・で きるだ け速 く走 ろ う

【守備 に関 して】
・ボールの正面に行 こう

・広が って守 ろう

→

・相手が いないところへ打 と う

・遠 くへ打 とう

・ボールを見なが ら走 ろ う

・ボールを走 って追 いか けよ う

か

窮 励ましo葉 に目が向くよう・『り"チ ームの雰囲気を盛り上げるかけ声

象趨 牟蹴 あと糊 の挨拶
広 ●チームの士気を高めるかけ声
が 賞賛や励まし
.h・ 励 ましの言葉の例示や紹介
・教師自らが励ましの言葉をかける

婆 ・学習か ・への記入-妻

援

噛馳面 を中心 に

○ル ールの理解 ・ルールの工夫 ・
・簡単 なルール ・ルールの掲示 ・動 きに慣れ る ・工夫の観点 ・子 ど もの声 の吸 い上 げ

仲 よ く声 をかけ合 う 認め合 う 教 え合 う

【友達のよさに目が向くように1

賞賛や励まし
・よい動きをしている児童の

紹介
・児童の励ましの声の紹介

・チームの仲間のプレーを見

ることができる時間の保障

や役割分担

(コーチ役 ・応援役等)
・教師による賞賛

}動きや作戦に目が向 くようにi

仲間への指示やア ドバイス
・動きのもととなる学習資料の提示

・チームの仲間のプレーを見ることがで き

る時間の保障や役割分担
・チームの話 し合いの時間の保障

・動きや作戦に重点をおいた話し合いの支援

・その日のゲームの様子が簡単に分かるよ

うなチームカー ド
・よい動きをしている児童の紹介

基盤・だれもが楽、め。編6響 の提示(友達、霧 訪 響 麟 楽しめ、
ルール.用具.場)

学 び方 どの子 も楽 しめるよ うなルールにつ いて考 えた り、勝利 にっなが る作戦 を考 えた りす る。

かかわ り合い 友達 と励 ま し合 った り、教え合 ったりす る。
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(4)バ レーボール型 ゲームの学習過程(第4学 年)単 元名 「ワ ンバ ンバ レー」

時 12
一

3～9

段階 楽 し む 工 夫 し て 楽 し む

学

習

活

動

『

iは じめのゲーム ＼

内 容 … ネ ッ トを は さん で ボ ールを返 し合 う。

(ワ ンバ ウン ドあ り)

人 数 …2人 対2人(4～5人 が ローテー シ ョン

す る)

ネ ッ ト…高 さ1m50cm位

コ ー ト…長方形(8m×5m)を ネ ットで半分に区切 る。

点 数 …相手 が返せ なか った ら1点 。

時 間 …6分

kサ ー ブ…下 か ら打っ。1回 交代で打つ。 ノ

/予 想される工夫 ＼

同 じ人 が続 けて打 たない ○ 回以 内 に打 ち返 す
→ 人数 を増 やす。(4人 対4人)
→ ネ ッ トを高 くす る

。
→ コー トを広 くす る

。(バ ドミン トンコー ト程 度)
→ 相手 コー トの床 にっ いた ら1点

。
→長 くす る

。(7～8分 程度)5分 ×2セ ッ ト
→打 っ位置 を決 める

。打 ち方 を 自由にす る。

＼ ノ

ビーチボールを使 った

簡単 な運動を楽 しむ。

1

オ リエ ンテーシ ョン1

は じめの ゲームのや り

方 や準備の仕方 を知 る。

↓

は じめのゲームを試す。

ビーチボールを使 った

簡単 な運動 を楽 しむ。

↓

は じめのゲームを楽 し

む。

↓

オ リエ ンテーシ ョン2

学 習 の方向や ゲームの

方法 を決 めるために話

し合 う。(チ ー ム編成)

学習の流れ、めあてを確認す る。

↓
ビーチボールを使 った簡単 な運動 を楽 しむ。

↓

1チームの時間→工夫 したゲーム1×2～3回
y

学習 を振 り返 る。(チ ーム→ 全体)

支

援

ゐ
学
び
方

ワ
か
か
わ
り合

い

◇ワ学び方、かかわり合いにっいて、次の2点 を重視 して支援をする。(賞賛 ・紹介 ・助言を中心として)

(=董 のかけ合豆=)[実 際に行 ったかけ声、指示やア ドバイス、応援の具体的な言葉を掲示 していくユ

遷言含難 灘 繍突難 轟鯛 、

仲間への指示や ア ドバ イス

◇『?よい動 きを賞賛 した り、動 きのポイ ン トを助言 した りす る。

◇ワ同 じチームの試合 を見 る ことがで きるようなル ール(ロ ーテー シ ョン)
＼ ノ

r＼

仲間への励 ま し

wr同 じチ ームの試合を見 ることがで きるようなルール(ロ ーテー ション)

d個 人への応援 も活発 になるよ う、小人数 によ るゲームを提示 する。

d体 育 ノー トに 『ともだ ちに言われて うれ しか った ことば』 を書 くよ うに し、紹介す る。
＼ ノ

・作戦(ラ リー

/

d「 柔 らかい」「軽 い」「はずむ」 とい う条件 を満 た したボールを提示す る。 、

dゲ ームに必要 な技能、児童 の特性 を考 えたチーム編成をす る。

d来 たボールを1回 で返 し合 って もラ リーが続 くよ うな、 は じめの ゲームの コー トの広 さ、 ネッ トの高 さ

ルール(ワ ンバ ウ ン ドあ り)を 提示 する。
＼ ノ

i
dリ ラ ックス して、 ボールを打 っ ことを楽 しめるような運 動をゲー ムの前に行 うようにす る。'

命 ワ ひざを曲 げ、下か ら手 の平 では じいている子、 ボールの落下地点 にすばや く動 いて いる子 を賞賛す る。

◇(フ仲間 にとりやす いボールを打 っている子を賞賛 し、それが勝利 にっなが ることに気付 くよ うにす る。

◇ワ守 る位置 に目を向 け られ るよ う助言す る。
＼

ノ

4賞 賛 や言葉か け、体育 ノー トや チームカー ドでの対 話を通 して、 ああてを も った り、 簡単 な作戦 を考

えた りす ることがで きるよ うにす る。

4作 戦を立てた り、振 り返 った りす るための時間を保 障する。

4「 どの子 も楽 しめ る」 とい う観点で ゲー ムを工夫 してい くことを意識 で きるよ うに、 掲示 した り、 助

言 した りす る。
・準備 や後 片付 けの時の協 力の仕方 ・公正 なセ ルフジャ

ッジ ・話 し合 いの仕方

評
価
学 び方 どの子 も楽 しめるよ うなルールにっ いて考 えた り、 勝利 にっなが る作戦を考え た りす る。

かかわ り合 い 友達 と励 ま し合 った り、教え合 った りす る。

一16一



⑤ 授 業 事 例(第4学 年)「 ワ ンバ ンバ レー」

「工夫 して楽 しむ段 階 」 の展 開 例(9時 間扱 い の6時 間 目)

学 習 活 動

、1学 習の流れ、 めあてを

i確 かめ る

;2`凋 具の準備をす る
e-.

:.r

y, ;3準 備運動をす る奮
≠(
1)関 節 をほ ぐす!l

ふ 筋肉 をのばす

ボールを使 った簡単 な義

il運 動 をす る

暴ち　炉 チー ムでボールを は じい

馨1、 てつな ぐ 等
il4話 し合 い(チ ー ムの時

TF

ii間)と ゲー ムをす る

糞;i

教師の支援(命 学び方dか かわり合い)と 児童の反応

5・ チ ー ム ご とに、 今 日の

婁i』6羅講 癖
辣 ・足 と肩 を中心 と した ス ト

レッチ

7全 体 で今 日の学 習を振

り返 り、次時の学習の

イメージをっかむ

8後 片付 けをす る

ゲ
点

⑳

v

G

ズ

ゲーム中に声をかけあおう

点が入 ったときに声を出 して

中心を盛 り上げよう

d友 達の名前を呼んでパスしよ

う

4ど うすれば勝てるかな

4ど うすればラリーが続 くかな

Q今 日の作戦は何かな

dい い声かけをしているね

d友 達の話をよく聞 こう

みんなで楽 しめ る

ゲー ムを しよ う

d友 達 のよか ったところをみっ

けよう

ゼ

「㌧1r ・

○○ ち ゃん 、 い くよ 一

一:一:

D

ねば り強 くっないで いこう

ワ ンッー アタックでい こう

がんば るぞ オー

ワ ンバ ンだよ、 ワンバ ン

ドンマイ

ナ イスプ レー

急 にボ ールが きた ら、

後 ろに下 がれば いい

○ ○ さん のプ レーがよか った

かけ声 ともっとバ ラバ ラに な

る ことをがんば ろう。

」 覧

○○ チー ムととて もいい試合

がで きて よか った 次の

試 合を早 くや りたい遡
一17一
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3バ ス ケ ッ トボ ー ル型 ゲ ー ム

(1)み ん な が 夢 中 に な る運 動 内容

① バ ス ケ ッ トボ ー ル 型 ゲ ー ム の と らえ方

○ コー ト内で敵味方 に分か れて行 い、攻守 が瞬時 に変わ るゲームで あ る。

○ ボー ルを手で扱 うゲームであ る。

○ ゴールを決 めて シュー トし、点 を取 り合 い、 勝敗 を競 うゲームで あ る。

(例)ハ ゾドボール ポー トボール セス トボール フープリングボール ハ ン ドシュー トゲーム

く

ヒ

② バ スケ ッ トボール型 ゲームの取 り上 げ方 と進 め方
・児童の実態 に応 じて、 は じめ に提示 す るゲ ームを考え、 みん なが楽 しめるよ うに工夫 して い く。

(例)フ ープ リングボール
・バ スケ ッ トリングに フラフー プを組 み合わせた固定 ゴール。 コン トロール した山 な りの シュー ト
が楽 しい。

〈ターゲ ット〉☆1分 間に何 点はいるか 競 い0う 。 〈攻守交替〉☆攻守を時間等で 区切 って交替する。

8 守 りをつけたい1
な。

〈攻守入り交じり〉 一 グ リッ ド
☆コー トを区切って攻めたり、守 った

りする。

1→
0

・o
●
0

・
○ ●
0

・ 〆

動ける範

→

・⇒

動ける範囲を広げた
いな。

つ2

。

を

い
ル
た
}
し

ゴ

に

愚

-
◎

-

●

○

○

●

-9

侮
〈攻守入り交じり〉

(2)学 び合いを は ぐくむ支援

誓甜 お懸

楽 し む 一i 工 夫 し て 楽 し む

① 学び方が身に付 く支援

めあてのもたせ方

全体に共通する

めあてをもっ
→ 提示 されためあてを

チームで選択する
a

チー ムに合 った

めあて を考 え る

(例)

み ん なが シュー トす る パ スをっな いで シュー トを増 やす。 チー ムに合 った作戦 に

仲良 くゲ ームをす る。 → 攻 め と守 りの切 りか えを速 くす る。 → な るよ うに助言す る。

みん なが楽 しめるゲー ムを考 え る。

☆学習 カー ドや練習 カー ド等 を使 って、めあてを確認 した り、振 り返 った りで きるよ うにす る。

☆ よい動 きを賞賛 し、紹介 す る。

② かかわ り合いが広がり、深まる支援

チー ム内のかか わ り →

☆ゲーム前のかけ声や応援のA葉 を例示する。

相手チームとのかかわり → 学級全体のかかわり

(例)「 ○○ フ ァイ ト!オ ー!」 「ドンマ イ」 「フ ァイ ト」「ナイスシー一 ト」

☆学習 力・一ドを活用 して、友 達の よ さを見つ けた り、役割分担を確認で きた りで きるよ うにす る。

☆ り一 グ戦 、対抗戦 の時間 を設定 し、相手チ ームの よさ も見っ け られるよ うにす る。

☆ ゲー ム開始、終了 の挨拶 や審判 に対 す るマ ナーを徹底す る。

☆学級全体の話 し合いで、友達やチームのよさを紹介する。
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(3)バ ス.ケットボール型 ゲー ムの学 習過程(第4学 年)単 元名 「フープ リングボール」

寺日

椴階

学

習

'

活

:動

支

援

1～5 6^-9

楽 し む 工 夫 し て 楽 し む

は じめのゲーム

・ジ ャンケ ンで始 め る

・つ
、ング、 フラフープに入 った ら得点
・コー トの外 にボールを出 した ら相手 ボールA
-・ ゴールが決 ま・った ら相手 ボール

・ポー ターは各 チーム1人 で、A IB,C,Dの 場 所

を選 択 し、ゲ ームごとにmテ ー ションB
・ポー ターは ポールを持 って走 ることがで きる

t一 ターは直接 シュー トできない

寸
㏄
・
●
●
哺

0

D

C

予 想 され る工 夫

●リング・ フラフー プで得点差 を

つけ る

・全員 シュー トを決めた ら、 ボー

ナ ス点
・ドリブルがで きる

・ポー ターの動 ける範囲 を広 げ る

・フラフー プゴールの角度 を変え

る

<オ リエ ンテー シ ョン>
6学 習 の進 め方 を知 る

・は じめのゲ ームのや り

方 や準備 の仕方 を知 る
・は じめのゲ ームを試 す
尊 γ学級 全体 の めあてを も

ぜ'『づ

ンヨシ一テ

n
▽

ンエリオ

琳 簡 単なゲ ーム

a

は じめのゲ ーム

岳

振 り返 り

〈総当 た り戦〉
・マナーやルールの問題を解

決しながらゲームをする
・チームに合 った作戦 を

立 て る

ルール・'の 認

b

簡 単なゲーム(タ ー

ゲ ット・攻守交替)

d

ゲ ーム1

d

ゲ ー ム2

8

振 り返 り

〈対抗戦〉
・対戦 したいチームを

決めてゲームをする
・相手チームに合わせ

た作戦を立てる

マナーを守 る

・あいさつ

・握手

・文句 ・悪 口

・ラフプ レー

・勝敗 を認め る

簡単 なゲーム

b

チ ームの時 間

b

ゲ ーム1

b

ゲ ー ムの時 間

b

ゲ ーム2

b

振 り返 り

〈組み替え戦〉
・毎時間チー ムを

組み替 えゲ ーム
をする
・メンバーのよ さ

が生 きるよ うな

作戦を立 てる

チームの時 間
・前後半 の メ ンバ ー

確認
・作戦 の確 認

・練習

.全学習の進め方がわか るような掲示物や学習する意欲が高まるような勝敗表、ルール表を用意する
嬢 「みんなが楽 しめる」 ことを大切にゲームを工夫 していくよう助言する
dど のチームも勝っ可能性のあるチーム編成をする,

1パスを使って攻め、攻守の切り替えの速いゲームをしているか;

⑭
9ワ
チ ームの士気を高めたり、友達の失敗を責めずに励ましたりしてい

る子をほめるdか け声や応援の言葉の例を提示するO共 に喜

んだり、がんはりを認めたりしている子やチームを紹介 し、全体に広

げてい く ワ友達に言われてうれしかった言葉を表現す る場を設定

する(話 し合い ・体育ノー ト)

③

'

学
び
方

か
瞭が
わ
り
合

い

評 ～

価

⑧ i友達 と教え合ったり励まし合 ったりしているかi

OQチ ー ムや個 人の動 きに注 目 し、助言 した り、 ほめた りす る

・シ3ト の仕方を工夫 している(ロ ングシュー ト
、近くか ら、なな

めか ら、 ジャンプ)
・チャンスがあればシ3一 トをねらうている(チ ャンスには 「シ

s‐
卜」の声)
・空いているスペースを使 っている

・パスをしたらすぐ走ってボールをもらう動 きを している

・相手ボールになったら、素早 く戻り、守っている
・周りの子の動きを見て

、プレーしている
・素早いパス回 しで攻めることで

、得点力が上がうている

ワよ さの観点を伝える

くフ自分や友達のよさを見っけようと

している子をほめる

O互 いのよさを伝え合 う場を設定 し

たり、資料を用意 した りす る(話

し合い ・カード・掲示物)

(フ相手チームのよざを自分のチーム

に生かそうとしているチームを紹

介する

ワ◇今までの学習で身 に付けた

力を生か して、ゲームを楽 し

んでいくよう助言す る

dチ ーム編成について実態に合っ

たやり方を工夫する(教 師が

編成等)

み んなが楽 し

めるルールを
・考えているか

めあて

メンバーのよさを生か した

作戦を立てているか

QJL一 ルやマナーに関する学級全体のめあてを提示 した り、チャンスで選択す るよ う助
言 したりする⇒チームのよさを生かした作戦を立てて、ゲームをするよう助言す る
4作 戦の見直しや、練習ができるようにチームの時間を保障する

Q練 習方法を提示したり、作戦を考えた練習になるよう相談にのったりする
自分やチームの活動を振り返る時間を保障するとともに学習カー ドを工夫する

一19=
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(4)授 業事 例(第4学 年)単 元名 「フー プ リングボー ル」

「工 夫 して楽 しむ段 階」 の展開例(9時 間扱 いの7時 間 目)

学 習 活 動

1ゲ ー ム の 学 習 の 準 備 を

す る。

(1}学 習 の 流 れ の確 認

② 準 備 運 動

・リズ ム ダ ンス

。ボールを使 ったス トレッチ

・ボ ー ル を 使 っ た 運 動

(ボ ー ル ハ ン ド リ ング、

パ ス、 ド リブル等)

2簡 単 な ゲ ー ムを す る。

○ パ ス か ら の シ ュ ー ト

(1分30秒)

3フ ー プ リン グ ボ ー ル を

す る。

(Dチ ー ム の 時 間

② ゲ ー ム1

(3}チ ー ム の時 間

∴ 趣
'ゴ

4チ ー ム ご とに今 日 の 学

習 を振 り返 る。

に
ひ

農
U

7

整理 運動 をす る。

全体 で今 日の運動 を振

り返 り、次時 の学習 の

イメー ジをっ かむ。

後片付 けをす る。

教師の支援(Q学 び方dか かわり合い)と 児童の反応

dみ ん なで声を
か け合 って運動
しよ う!

戴
d点 数 をみ んなで
数 え よ う
友 達 を応援 しよう

4前 後 半 のメ ンバ ーや
作戦 の確認 を しよう
dチ ームのか け声 で盛.
り上 げ よ う

O

O

4作 戦 を考 え て動 こ う

4チ ャ ンス に は シ ュ ー トを
う と う!

4空 いて い る場 所 へ動 いて
バ ス を も らお う

Q早 く攻 め よ う(守 ろ う)

、4作 戦 は うま くい った か な

璽
d友 達 のよか った ところを
見つ けよ う

今 日 もが んば ろ う!

ナ イ ス シ ュ ー ト

ド ン マ イ

ポ ー タ ー ヘ パ ス し よ う

勝 つ ぞ!オ ～!

シ ュ ー トを ね ら って

○ ○ さん ヘ パ ス

走 れ!戻 れ!

㌔

○ ・

ポ ー タ ー か ら の パ ス

で シ.ユ ー トが う ま く

い っ た よ

A(&V
○ ○ さ ん が 初 め て
シ ュ ー トを入 れ た よ

wv自 分 の チ ー ム や他 の

チ ー ム の よか った こ

とを発 表 しよ う

巳

ρ

り

●

^

》

、

た

ス

た

て

つ

パ

い

し
か

の
た

て

ま
し

ム

つ

出

励

れ

一
か

く

が
う

チ
ま

よ

君

て

○
う

が

○
れ

○
が

声

○

く

財
次 は△ △をが んば ろ う

一20一



法4二、サ ッ カ ー 型 ゲ ー ム

_.(Uみ ん なが夢 中にな る運 動内容

:一.£..① サ ッヵ一型 ゲームの とらえ方

,◇ コー ト内で敵味方 に分 かれて行 い、攻守 が瞬時 に変 わ るゲー ムである。

ミ◇ ボールを主 に足 で扱 うゲ ームであ る。

◇ ゴールを目指 して点 を取 り合 い、勝敗 を競 い合 うゲ ームであ る。

(例)グ リッ トコー トのサ ッカー ライ ンサ ッカー 三 っ巴サ ッカー ライ ンマ ンゲ ーム

1聾② サ ッカー型 ゲ ームの取 り上 げ方 と進め方 「ライ ンマ ンゲー ム」

毒1サ ッカー型 ゲーム は、 主に足を使 って操 作す ることか ら、技術 的に難 しいので 「は じめのゲー ム」 はよ り易
:,_:.Lく 、 ど の 子 も楽 しめ る よ う に 工 夫 して い く。

ぎ壷 〈(例)ラ イ ン マ ン ゲ ー ム 〉

勢 ◆ ・一 トにおけ るライ ・マ ・の位置

:`
味綴 藷 認 辮 警 禦 二謡 孫 繕 瓢 碧 撫磐歴瓢 垂論

きも(守 備)の 数的有利 な状況 にな りやすい。

窪鴎.学 習を進 めてい くうちに、作戦を考えるきっかけとなり、 ラインマンをより生か していこうとするようになる。詩

◆ ライ ンマ ンのパ ス鉢

三 ライ ンマ ンは、その ままダイ レク トパスを して もいい し、 キ ックイ ン、 また は、手で ボー ルを転 が して

じー"入 れて もか まわ ない ようにす る。(ス ローイ ンによる投 げ入れ は、 ボールが空 中にあ るので処理 が難 しい。)

櫓 ・◆ ボール とゴールの高 さ

ソフ トサ ッカーボールを使用す る。 ボールに対 す る恐怖心 が取 れ、 また弾みが少な く、ボールコントロー

1'ル が しやす い。

多.』1∴ ゴールの高 さを腰の高 さ(約70セ ンチ くらい)に す る。 そ うす ることによ って、顔の方 に行 くボ ール の

機会が減 り、 また、高 さを考 えた シュー トを意 識 して打つ ようにな る。

② 学び合いをはぐくむ支援
」① 学び方が身に付 く支援

iぬ◇ めあての もたせ方

みんながゲームを楽 しめるように

毒てクラス全体のめあて)
ゐ,'Tr

→
さらにゲー ムを楽 しむためのチームと しての工夫 がで きる

ように(チ ームのめあて)

・各 チームに応 じためあてが もて るよ うに助言 す る
。

・体育 ノー トを活用す る ことによ り、学習を通 してめ あての振 り返 りがで きるよ うにす る。

・賞賛や言葉か けをす ることによ って
、次の時間のめあてを もて るよ うにす る。

◇ ルール ・作戦 の工夫

Y.hll.

楽しむ段階

《は じあのゲーム》 か ら、 どのよ うに してい

けば自分たちが楽 しめるのか、自分たちに合っ

たルールづ くりに対 して支援 を してい く。

工夫 して楽 しむ段階

チームと して、 どのよ うにゲー ムを行 ってい

けばいいのか、 自分たちにあ った作 戦の工夫

がで きるよ うに支援 してい く。

が ぜ もノ ロゼ 　噛② かかわり合
いが広がり、深まる支援

=
、.◇ 子ども同士の言葉かけに対する賞賛
雪=`&,,層

チームの雰囲気を盛 り上げる言葉かけ

友達のよさやのびたことを認める言葉かけ

友 達に対する励 ましの言葉かけ

友達に教えようとする言葉かけ

をしている子 ⇒ 賞賛 し、よい言葉かけの機会をたくさん

作 っていく。

◇ チーム同士 のかかわ りに対 す る助言(認 め合い)

'自 分のチー ムの中で頑張 っていた人
、 また、対戦相手 の頑張 っていた人 にも目が行 くよ うに助言 し、 お

互い に認 め合え るような態度を育ててい く。

◇ チーム同士のかかわ りに対す る助言(教 え合い)

●ゲームを
、 より楽 しむ ために、「チームと して何 をやるのか?」(対 戦相手 の ことも考慮 して)話 し合 い

で作戦を工夫 してい くことができるように、体育 ノー トを活用する。

●作戦 が うま くい くよ うに
、練習 のための時間 をとり、教え合いの場面 がで きるよ うに助言 す る。
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{3>サ ッカ ー型 ゲ ー ムの学 習過 程(第3学 年)単 元 名 ヂライ ンマ ンゲ ー ム」

時
編

学

活

動

支

援

学
び
方

か
か
わ
り
合
い

楽

は じめのゲームの

や り方 を知 る
オ リエ ンテー シ ョン

学習 の方向や ゲームの

方法を決め る

【は じめのゲ ーム】

ゴーIL… コー ンバ ー2っ 分 の広 さ

始め方…内野の味方 にパ ス してか ら

外 野… ボーILが 出た ら、内野 の味方1こパ ス

時 間…前後半各3分 半

〉-4め あてのもたせ方

全体 に共通 す る

めあてをもっ

rみんなと仲良くやろう」

「自分の力を精一杯出そう」

提示されためあてを

チームで選択する

夫 楽

ゲーム(2～3回)

〈学習過程の後半には練習時間 も〉

学習を振 り返 る

〈チーム→全体〉

【予想される工夫】

ゴールの幅を変えて広 くしよう

外野にパスして始めても

いいことにしよう

外野をうまく使って点を取ろう

練習時間をとって、作戦を生かそう

「しっか り守 ってか ら

攻 め るようにしよう」

「ボールに1回 で も多 く触 ろ う」

チームに合 った一
「みんなで1点 取 ろう」

「パスをっ ないで点 を取 ろ う」

「ゴールを もっと広 くしよ うよ」

「ライ ンマ ンをつ くってサイ ドか ら

攻 あることがで きるよ うに しよ う」

「コールを もっと広 くしたいなあ」

「ゴール キーパ ーをっ けて、 シュー トを

防 げるよ うに しよう」

一 ～ かかわ り合いが広が り、深まる支援

d仲 よ く声 をかけ合 う

「ドンマイ、 ドンマ イi

「ナイス シュー ト」

「頑張 ってい こう」

「さっきのナイスプレーだ ったね。」

「お しいそ、 お しいそ。」

励ましの言葉が

増えるように

〈〉作 戦 の 工 夫

「もっと外 か ら攻 めるように して

ライ ンマ ンを うま く使 お う」

「攻 める人 と守 る人の役割 を決 めて

ゲ ームを しよ う」

r相 手 の外か ら攻あて くるボールを

ね らって取 るよ うに しよ う」

「味方の打 った シ3ト をね らって

攻 めを厚 くしよ う」

d友 達 と認 め合 う

r守 りでよ く頑張 っていた よ」

「ボールによく向か っていったね。」

rあ いて の○○ が、 よ く点 を取 っ

て いた。」

「○○ にマー クされて、 や りたい

ことがで きなか ったよ。」

友達 のよ さに

気イ寸くよ うに

d友 達 と教 え合 う

「僕 が守 るか ら、 前で点を取れ る

よ うに動 いて。」

「攻 めばか りでい いのか な。」

「もっとボールに向か って いか な

いと取 れないよ◎」

「パ スを呼ん で もらお うね。」

動 きや作戦が

高まるように

1副 φル.ル や場の工夫を 、て楽 、めたか 蝋 を工夫 、てゲ.ム を楽 、めたか

匝 腫 自分のチームや他のチームのよさを言忍め合い、励まし合 ・てゲームに参加できたか幻
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(第3学 年)「 ラ イ ン マ ン シ ュ ー トゲ ー ム 」

疸 夫 して楽 し鍛 階」 の展開例(9・ 寺間扱 いの5・寺問 目)
ド ロ　 コ　 ロ　 コ　 コ　 ロ　 ロ　 ロ　 コ

i人 数 ・1チ ーム5人 ×6チ ー ムl

F総 簗獅1杢i
i時 間 ・前後半各3分半1

鋼i準1

ヒ
F-一 一 〇 ラインマン

1!

瞬;雛i
iボ ー ル ・ソ フ トサ ッ カ ー ボ ー ルl

J

鍵 学 習 活 動

欝 習内容を確かめる蕪

準備運動をする

.欝

灘 ゲームをする

-
.・

」

6

・
贈
・鈍

,
罫

7
、陀
触翫
㌧厭臨

娼諸

・
詞'
、
…

4

・

・

.・5

・

6

騒

聡
.嚢

"撃
Ψ謎
藏
粋6

作戦の確認

ゲ ー ム1

ゲ ー ム2

ゲ ー ム3

チームごとに本時 の

学習を振 り返 る。

整理運動をする。

ク ラス全体で学習を

振 り返 る。

後片付 けをす る。

教師の支援(d学 び方Qか かわり合い)と 児童の反応

飢
自分 のチームの作戦 を

確認 しよ う。

チ ームの友達 に

言葉 をかけ よう。

審判 チー ムも

いい動 きを見っけよう。

ライ ンマ ンか らの パ スが

うま くシ ュ ー トに結 び

っ い たね。

4作 戦 は うま くいったかな?

自分 のチームと相手 チームの

よか ったところを発表 しよう。

ライ ンマ ンに ボ ール を出 じ

てか らチ ャ ンスをつ くろ う

ドンマ イ

い け 一!

ナ イ スパ ス

パ スをみんな に

うま くまわ して るなあ

ライ ンマ ンの

○○ くん にパ スだ

ライ ンマ ンか らのパ スで

シュー トがで きたね

今度 のゲー ムか らは
マー クを決 めてや ろ う

○○ くんが よ く

守 って ま した
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Vま と め

本年 度 は、 みん なが夢 中になる運動 内容(視 点1)学 び合 いを は ぐくむ支援(視 点2)を 明

確 にす る ことによ り、砺究 の仮説 を立証で きる と考 え、研究 に取 り組んで きた。 その結 果、 次

の よ うな成果が得 られた。

1研 究 の成果

}(1)み んなが夢 中になる醐 内容(視 点1)1、 ついてi

i灘難 懸i
lO支 援 のポ イン ト糊 らか にす るとと も1・・かかわ り合 う姿を囎(声 鰯 ・認 あ合 い ・i

l教 え合 い)に す ることによ ・て・児童のかかわ り合 い砿 が り・深 ま ・た・i
-,『 一一 ●一 一一 一一 ・一 ・一 ,一 躊一 〇_●_,_幽_r_一_一_一_一_o_一_一_一_一_,_一_一_1

研究 の視点 にかかわ る子 ど もの声(実 証授業 の学習 カー ドか ら)

●視点1に 関 して ○

・力 をふ りしほ ってがんば りま した
。 ・い け い け、 そ こで シ ュ ー トだ。

・あせ び っ し ょ りに な って が ん ば っ た
。

●視点2に 関 して[==1

・自分た ちで ルールを変 えて いけて楽 し

か った。

・ふわ っと したポールを投 げて得点で き

た。

・チ ー ム の全 員 が 楽 しめ た。

・ ラ イ ン マ ン を う ま く使 っ て ○ ○ さ ん が

シ ュ ー ト して い た ◎

・初 めて だ か ら失 敗 して も し ょ うが な い よ。

・い っ し ょ に が ん は ろ う。

2課 題

○児童臆 欲的に活動できる醐 内容を溌 達段階に肌 て一

〇 めあて と作戦 の とらえ方を明確 に して い く。

墜 瓢 瀧 震欝 実函する.」
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V皿 研 究 の 成 果 と課 題

「集団の中で一人一人が生きる」児童の姿 を求め、 「ゲー ム ・ボ ール運動 にお け るめ あて

学習 の充実」のため に指導法 を工夫 し、実践を行 って きた。そ の結果 、集団の 中にあって も、

個 々の児童が 自己 のめあてをもち、仲間 と交流 しなが らめ あて達成 に向けて進 んで運動 に取

り組 み、 自己評価能 力を高めてい くことがで きた。

成果 ●

【めあてをもたせるための指導の工夫】

○ ゲームの提示の工夫 と学習状況 に応 じた支援

低学年では、今 もって いる力でで きる易 しく発展性 のあるゲーム を提 示す ることで、

ゲームそのものを理解 し楽 しむ ことがで きるとともに、次時 のめ あてが もちやす くな っ

た。その際、次の時間にがんば りたいことが もて るよ うに、学習カー ドに学習状況 に応

じた助言 を書 くことを繰 り返 し行 うことによって、全員ががんば りた い ことを意識 して

書 くことができるよ うになった。

○ 自分 の力を知 るための時間の設定 と学習状況 に応 じた支援

中 ・高学年で は、単元 の導入 において 自分 自身の力を知 るための時間を設定す る こと

によ り、児童は 自分の力 をつかむ ことができ、自分 に合っためあてが立てやす くな った。

児童のめ あてに対 して、「次に どうすればよいか」、 「何をめあて にすれ ばよ いか」等、

学習状況 に応 じて助言を工夫 したことによ り、児童は振 り返 りの内容 を次時 のめ あて に

した り、めあて を具体 的に書いた りできるよ うになった。

【めあて達成 に向けた活動への指導の工夫】

○活動場面での学習状況 に応 じた言葉かけ

練習やゲーム中に技能 ・態度 ・学び方 の学習状況の応 じた言葉 かけと ともに個 人のめ

あてに即 した具体的なア ドバイスを した。 この ことで、一人一人がゲー ム を楽 しむ こと

ができるようになるとともに、めあてが意識で き、適切な動きや友達 とのかかわ りの理

解 にっなが った。

【自己評価能 力を高めるための指導の工夫】

○振 り返 りの時間での児童の学習状況の価値付 ける言葉か け

全学年で、振 り返 りの時間において、児童の動きや発言 のよさを価値付 ける ことに重

点 を置いて言葉かけを行 った。 この ことによ り、児童は自分 の ことを振 り返 り具体的 に

次 にがんば りた いことをもっ ことができるよ うになった。

○友達のよさの発見や認 め合 うペア学習の活用

中 ・高学年でペア学習 を取 り入れ ることで、児童が 自己 評価 の情報 を多 くもつ ことが

できた。 また、ペアか らの肯定的な ア ドバイス によ り、気 付かなかった 自分のよさに気

付 く場面が数多 く見 られ た。

課題

○ゲー ム ・ボール運動 において の個 に応 じた指導 をす るにあた り、主 に個 へ の指導 をす る

場面 と主 に集 団を通 して指導 をする場面 をよ り明 らかに して いきた い。
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